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ミネソタ大学で学んだ

クオラムセンシング研究、多面的な考え方と広い視野

吉田 重信農業環境インベントリーセンター微生物分類研究室

農業環境技術研究所の海外留学制度により、

年 月から 年間アメリカ、ミネソタ州2003 6 1
の に留学してきました。University of Minnesota

ミネソタ州はアメリカ中西部に位置し、治安も

良く、厳寒の冬を除けば大変暮らしやすい州と

して知られています。ミネアポリスとセントポ

ールで構成される中心都市（ツインシティ）へ

University ofは、日本からの直行便もあります。

は、州内における教育・学術研究のMinnesota

中心的役割を担っており、スポーツではアイス

ホッケーやアメリカンフットボールの強豪校と

しても有名です。

所属した植物病理学部は、セントポールキャ

ンパスに位置し、コムギ、ジャガイモ、ダイズ

をはじめとする各種の病害研究を精力的に行っ

。 、ています 多くの著名な教授陣が在籍する中で

私は 教授の研究室にお世話になLinda L. Kinkel
りました。 教授は、エピファイト（植物Kinkel

表生微生物）の生態研究について、豊富な実績

と見識を持っており、その指導のもとに、イネ

科植物生息エピファイトの生態解明、特にエピ

ファイトの生態・機能とクオラムセンシングと

の関係についての研究を行ってきました（表紙

に関連写真 。クオラムセンシングとは、個々）

の細菌が放出するクオルモンとよばれる低分子

の信号を介して、周辺の仲間の数（密度）を把

握する「密度認識機構」を表す言葉です。この

クオラムセンシングが植物に生息する微生物の

機能やフローラ形成にどのように関わっている

のかを明らかにすることは、微生物生態学や植

物病理学において重要な課題です。私は、その

研究に必要な手法と方法論について学びなが

ら、実際に植物に生息する微生物群集内で、ど

のようにクオラムセンシングが機能しているの

かについて調べてきました。

研究室のメンバーは、教授の他に、ポKinkel

1 1 1スドク 名 マスター学生 名 テクニシャン、 、

名、学生アルバイト 名で、規模の大きい研究2

室ではないこともあって、アットホームな環境

の中で大変心地よく研究をさせてもらいまし

た。また、種々の雑念に邪魔されることなく、

純粋に、かつ、じっくりと研究に取り組めたこ

とも嬉しかったことです。英語でのコミュニケ

ーションの難しさに直面する場面はしょっちゅ

うでしたが、これもいい勉強になったと思って

います。

私自身の日本での大学生活が短かったせいか

もしれませんが、留学期間中に大学や研究室で

目にしたこと、体験したこと全てがとても新鮮

に感じられました。聴講生として講義にも参加

させてもらいましたが、講義の内容が興味深か

、 、っただけでなく 学生が積極的に授業に参加し

学生間および教授との意見交換を通して真理を

探求するシステムはとても良いと思いました。

そして何よりも、今回の留学を通じて得られた

最大の収穫は、日本の研究生活だけでは決して

得ることのできない、物事に対するより多面的

な考え方や広い視野を養えたことではないかと

最近感じています。これらを、これからの自分

自身の研究活動にフィードバックさせて、より

よい研究が出来るようになればと考えておりま

す。

最後に、今回の留学に際し多大なご支援・ご

協力をしてくださった関係諸氏に対し、この場

をお借りして厚くお礼申し上げます。
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